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▲元気に横断歩道を渡る、アトム保育園児

5月 ll日 ア トム保育園で、交通安全指導が

行われました。

水谷崇・本目内駐在所長が、『道路では絶対遊

んではいけません。特にとび出しには注意 し

て下さい。』と、園児に道路の正 しい歩き方、

信号機の見方などを指導。園児は元気に横断

歩道を渡っていました。

▲元気に横断歩道を渡る、
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先
般
行
わ
れ
た
市
浦
村
長
選
挙
に
お
い
て
は
、
村
民
各
位
の
暖
か
い
ご
支

援
を
戴
き
、
三
度
び
村
政
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
去
る
五
月
十
八
日
か
ら
、

三
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
着

い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

村
長
に
な
る
に
は
、
選
挙
で

『
民
意
の
審
判
」
を
受
け
、
当
選
を
果
た
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と

い
う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
民
意
の
審
判
を
受
け
な
い
形
で
、
村
長
に
な

っ
た
の
で
、
・当
選
し
た
と

い

う
実
感
よ
り
も
、
む
し
な
野
球
の
試
合
に
例
え
る
な
ら
ば
、
延
長
戦
に
入

っ

た
と

い
う
気
持
ち
で
あ
り
ま
す
。

逆
に
、
無
投
票
当
選
と

い
う
こ
と
は
、
有
権
者
か
ら
無
言
の
圧
力
を
か
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
重
荷
に
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
村
民
の
声

無
き
声
に
も
、
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
い
ま
自
分
に
強
く
言

い
聞
か
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
わ
が
村
で
初
め
て
の
無
投
票
当
選
と

い
う
、
栄
に
浴
す

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
深
く
感
謝
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

姿
な
き
候
補
者
を
相
手
と
し
た
、
今
回
の
選
挙
に
際
し
私
は
、
私
の
選
挙

の
相
手
は
人
で
は
な
く
、
政
策
が
相
手
で
あ
り
、
私
は
常
に
わ
が
村
の
未
来

に
向
か

っ
て
、
戦
い
を
挑
む
と

い
う
演
説
を
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
ゝ

二
十
世
紀
か
ら
二
十

一
世
紀
に
移
り
変
わ
る
、
こ
れ
か
ら
の
三
期
目
に
私

に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
課
題
は
、
「村
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
』
こ
と
に

尽
き
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

病
気
の
問
題
、
介
護
の
問
題
、
食
糧
の
問
題
、
そ
し
て
ゴ
ミ
や
環
境
や
水

の
問
題
、
こ
れ
ら
は
総
て
人
間
の
い
の
ち
と
健
康
に
、
深
い
係
り
を
持

つ
か

ら
で
あ
り
ま
す
。

二
十

一
世
紀
と

い
う
未
知
の
世
界
に
、
わ
が
村
の
あ
す
を
拓

い
て
い
く
た

め
、
私
は
八
項
目
の
選
挙
公
約
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
八
項
目
と
は
、

①
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
誘
致

②
医
療
と
福
祉
を
出
前
す
る

「包
括
ケ
ア
』
の
実
施

③
健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

『青

い
医
学
』
海
水
温
泉
の
建
設

④
大
田
、
桂
川
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
と
相
内
川
の
改
修

⑤
一
一十

一
世
紀
に
生
き
残
る
た
め
の

「
ス
ク
ラ
ム
農
業
』
の
構
築

⑥
十
三
湊
漁
港
の
建
設
と
魚
の
陸
上
養
殖
の
開
発

○
ゴ
ミ
処
理
や
下
水
道
な
ど
生
活
環
境
の
整
備

③
青
函
カ
ー
ト
レ
イ
ン
の
実
現
を
図
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
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こ
の
ほ
か
に
も
、
小
学
校
の
統
合
や
十
三
湊
遺
跡
の
発
掘
に
つ
い
て
も
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
継
続
し
て
取
り
組
む
考
え
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
公
約
の
実
現
の
た
め
、
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、

少
子
高
齢
化
と
い
う
厳
し
い
現
実
を
重
視
し
な
が
ら
、
そ
の
先
に
あ
る
生
活

の
豊
か
さ
と
、
ゆ
と
り
を
求
め
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
の
た
め
、

最
善
の
努
力
を
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

私
は
今
回
の
選
挙
に
あ
た
り
、
二
十

一
世
紀
と

い
う
新
し
い
時
代
の
到
来

を
強
く
訴
え
、
新
し
い
発
想
と
新
た
な
視
点
で
、
市
浦
の
将
来
を
描
く
た
め
、

選
挙
の
ポ
ス
タ
ー
も

『夕
陽
』
を
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。

昇

っ
た

「朝
日
』
は
必
ず
沈
む
が
、

燃
え
る

『夕
陽
」
は
や
が
て

『朝
日
」
と
な
り
、

輝
く
あ
し
た
を
運
ん
で
く
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

あ
の
真

っ
赤
に
燃
え
る
太
陽
か
ら
、

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
き

こ
の
市
浦
の
大
地
と
蒼
い
海
に
、

人
と
自
然
と
の
新
し
い
ド
ラ
マ
を
造
り
た
い
。

と

い
う
の
が
私
の
願
望
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
二
十

一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、
依
然
と
し
て
少
子

高
齢
化
や
景
気
の
低
迷
が
続
い
て
お
り
、
地
方
分
権
や
介
護
保
険
の
本
格
実

施
、
情
報
公
開
と
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
の
監
視
、
そ
れ
に
ゴ
ミ
対
策
や
環
境
ホ
ル

モ
ン
対
策
な
ど
の
ほ
か
、
世
界
規
模
で
の
食
糧
不
足
な
ど
、
ど
れ

一
つ
と

っ

て
み
て
も
、
人
類
の
生
存
に
係
る
重
大
な
問
題
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
れ
に
自

治
体
倒
産
が
さ
さ
や
か
れ
る
、
膨
大
な
財
政
赤
字
な
ど
難
問
山
積
の
状
態
で

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
は
あ
く
ま
で
も
、
そ
の
地
域
の
自
主
選
択
だ
と
し
て

き
た
、
国
に
お
い
て
も
財
政
赤
字
の
解
消
と
、
地
方
分
権
の
受
け
皿
づ
く
り

の
た
め
、
市
町
村
合
併
促
進
特
例
法
の
改
正
案
を
今
国
会
に
提
出
し
、
今
後

市
町
村
合
併
を
強
力
に
進
め
よ
う
と
し
て
お
り
、
自
治
体
の
ビ

ッ
ク
バ
ン
が

進
む
こ
と
で
、　
一
層
わ
が
村
も
厳
し
い
時
代
を
迎
え
る
こ
と
が
、
予
測
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

よ
く
、
夜
明
け
前
が

一
番
暗

い
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
時
代
は
い
ま

そ
の
真

っ
暗
闇
の
時
に
差
し
か
か

っ
て
お
り
ま
す
が
、
や
が
て
昇
る
朝
日
を

信
じ
な
が
ら
、
こ
の
地
域
の
永
続
的
な
発
展
の
た
め
、
精
力
的
に
取
り
組
む

覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

一
層
の
ご
支
援
と
ご
鞭
撻
を
、
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

市
綺
縛
後
　
オカ
　
″
響
　
終
峰
　
ニ́

▲ 5月 18日  高松村長から
役場職員に訓示がありました。

▲ 3期 目のスター ト
高松村長に花束が贈られました。



村
助
役
に
工
藤
誠

一
郎
氏
が
再
任

市
浦
村
議
会
第

二
回
定
例
会

に
お

い
て
、
村
助
役

に
工
藤
誠

一
郎
氏

（
６９

歳

）
が
選

任

さ
れ
ま
し
た

助
役

に
選

任
さ
れ
た

工
藤
氏

は
、
昭
和

四
十
年

か
ら

四
十

六
年

ま
で
、
村

産
業
経
済
課
長

を
務

め
た
ほ
か
、
村
議
会
議
員

を

四
期
、

そ

の
間
土
木
常
任

委
員
長
、
国
保
運
営
委
員
長
、
村
監
査
委
員

（
三
期
）
等
を
務

め
ま
し
た

．

昭
和

五
十
八
年

に
現

職

に
選
任
さ
れ
、
今
回

五
期
目

の
就
任

と
な

り
ま
す

っ

新たなる

発想で村
づくりを

工藤誠一郎

6月 10日 高松

村長から辞令

を受ける工藤

助役

青
森
県
と
市
浦
村
が
共
同
で
す
す

め
る
十
三
湊
発
掘
調
査
が
六
月
八
日

こ
の
日
は
発
掘
開
始
初
日
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
青
森
県
教
育
委
員
会

文
化
課

・
梅
澤
課
長
が
未
村
、
「
十
三

湊
遺
跡
関
連

の
特
別
展
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
全
国
的
に
高

い
評
価
を
受
け

て
い
る
貴
重
な
遺
跡
で
あ
る
。」
と
あ

い
さ

つ
．
引
き
続
き
今
年
度

の
発
掘

調
査
に
従
事
す
る
三
十
名
、　
一
人
ひ

と
り
に
雇
用
通
知
書

が
手
渡
さ
れ
、

本
村
教
育
長
が

「
暑
さ
に
向
う
季
節
、

健
康
に
留
意
し
、
細
心

の
注
意
を
払

っ
て
作
業
に
あ
た

っ
て
下
さ

い
こ
と

な
お
今
年
度

の
発
掘
作
業
は
、
十

月
ま
で
行
わ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
家

臣
団
跡
、
港
湾
施
設
、
領
主
館

の
確

認
調
査
に
重
点
を
置

い
て
、
行
う

こ

木
北
部
管
内
（市
浦
村
、小
泊
村
、中
里
町
、

金
木
町
）
の
観
閲
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
ヮ

参
加
し
、
人
員
姿
勢
服
装
点
検
や
機

械
器
具
点
検
、
分
列
行
進
を
行

い
、
高

松
村
長
の
観
間
を
受
け
ま
し
た
．

な
お
、
観
閲
式
で
は
消
防
活
動
に

尽
力
し
た
団
員
に
対
し
表
彰
が
行
わ

○
表
彰
者

一市
浦
村
消
防
団
関
係

一

▼
消
防
庁
長
官

・
水
年
勤
続
功
労
章

▼
青
森
県
知
事

・
水
年
勤
続
功
労
章

第
三
分
団
　
部
　
長
　
相
坂
　
義
雄

▼
日
本
消
防
協
会
長

・
功
績
章

第
二
分
団
　
分
団
長
　
一二
和
　
幸
夫

▼
同

。
精
績
章
　
　
　
土日
山
　
　
喬

▼
県
消
防
協
会
長

・
現
場
功
労
章

第
三
分
団
　
団
　
員
　
新
岡
　
一蓄
行

め
ざ
せ
無
事
故

無
違
反
３００
日
ノ



六
月

一
日
、
津
軽
半
島
を
横
断
し
て
、
市
浦
村
と
蟹
田
町
を

結
ぶ

「
や
ま
な
み
バ
ス
」

の
運
行
が
再
開
し
ま
し
た
。
運
行
期

間
は
昨
年
同
様
八
月
二
十

一
日
ま
で
の
三

カ
月
間
で
、　
一
日
三

往
復
さ
れ
ま
す
。

野
沢
間
に
就
航
し
て
い
る
フ
ェ
リ
ー

「
か
も
し
か
」
や
Ｊ
Ｒ
の
運
行
／
イ

ヤ
に
接
続
さ
れ
て
い
る
た
め
、
青
森

市
は
も
ち
ろ
ん
、
下
北
半
島
、
函
館

市
方
面

へ
の
日
帰
り
も
可
能

で
、
今

後
観
光
路
線
、
生
活
路
線
と
し
て
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
五
月
十

九
日
、
脇
元
地
区
国
道
三
二
九
号
線

に
お
い
て
、
交
通
安
全
街
頭
指
導
が

行
わ
れ
ま
し
た
し
街
頭
指
導
に
は
、

山
口
康
男
金
木
警
察
署
長
、
白
川
孝

治
村
交
通
安
全
協
会
会
長
は
じ
め
、

町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な

ど
の
関
係
者
三
〇
人
が
参
加
し
、
行

ご
み
を
分
解
し
、
消
滅
さ
せ
る
生
ご
　
　
　

今
後
村
で
は
、
導
入
後
の
成
果
を

み
完
全
消
滅
機

「
エ
ト
ム
」
を
ア
ト
　

　

分
析
し
、
ご
み
減
量
化
に
つ
な
げ
た

ム
保
育
国
に
試
験
的
に
設
置
し
ま
し

　

　

い
意
向
で
あ
り
、
生
ご
み
完
全
消
滅

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機

「
エ
ト
ム
」
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ

レ
ゴ
ミ
処
理
に
大
き
な
期
待
が

(5)広報ιチろ

交
通
安
全
街
頭
指
導
を
実
施

市
浦
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

き
か
う
車
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け



＞
数
年
ぶ
り
に
子
ど
も
荒
馬
が
復
活

（相
内
虫
送
り
）

＞
荒
馬
は
や
っ
ぱ
り
田
の
中
が
似
合
い
ま
す
レ

l・・8ι チろ (6)

▼伝統の舞い
｀
太刀振 り、(相 内虫送 り)

完成前の虫を
相内小学校児童が見学

あら ま 田植えが終 った後の E許 苗饗

田の中を漕ぐ荒馬
6/3
6/5

り
り
送
送
虫
虫
田
内
太
相

「
虫送 り」が大田、相内地区で行われ ました

虫送 りは、荒馬を先頭に 人チJ振 '1為 行¬|

が続 き地区を練 り歩 く伝続行事 、笛や 1(鼓

の音色に乗って、両地区 ヒも最高濡 ら盛 り

上が りをみせてい ました

勇壮な音色
(相内虫送り)

子
ど
も
た
ち
も
ガ
ン
バ
リ
ま
し
た

レ
門
酒
で
の
振
る
舞

い

（大
田
虫
送
り
）

94長
囲歳寿

で武舞

::∵

バ
ー
ダ

ラ

。
バ
ー
ダ

ラ

・

く
　
　
　
バ
ー
ダ

ラ

ヨ
ッ

虫作りの
伝統を継承
(太田虫iIIり )

▲大田小学校
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▼練習の成果を発揮

5月 30日 村内小学校で一斉に運動会

この日は絶好のスボーツ日和に恵ま

れ、子どもたちのカンバリに、グラウ

ンドには、にさやかな歓声が響きゎた

相

内

小

学

校

十

三

小

学

校▲十三小学校では運動会
前夜祭 として鼓笛 を披露
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友
好
町
村
だ
よ
り
②

か
み
の
く
に

情
報
ラ
ン
ド

～
穫
る
漁
業
か
ら

育
て
る
漁
業
へ

大
き
な
架
け
橋
～

こ
の
ほ
ど
大
崎
漁
港
内
に
完
成
し

た
上
ノ
国
町
栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ

ー

（
ア
ワ
ビ
中
間
育
成
施
設
）
の
落

成
式
が
、
五
月
十
八
日
、
ジ
ョ
イ
Ｌ

ょ
く
ら
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
福
原
町
長
が
、
「
桧
山
の

特
産
品
で
あ
り
、
安
定
し
た
生
産
額

が
見
込
ま
れ
る
ア
ワ
ビ
の
種
苗
を
供

給
す
る
た
め
に
、
こ
こ
に
全
国
で
初

め
て
の
風
力
発
電
に
よ
る
ク
リ
ー

ン

な
電
気

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
栽

培
漁
業
総
合

セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
み

た
と
こ
ろ
で
す
．

こ
の
施
設
で
は
、

三
十
Ｆ
の
ア
ワ
ビ
種
苗
三
十
三
万
五

千
個
、
年
間
中
間
育
成
し
、
五
十

・

種
苗
を
二
十
万
個
生
産
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
今
年
度
中
間
育

成
さ
れ
た
ア
ワ
ビ
は
、
平
成
十
二
年

度
よ
り
供
用
開
始
と
な
る
海
洋
牧
場

で
海
中
養
殖
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
．
本
施
設
の
完
成
に
よ
り
安
定
し

た
種
苗
供
給
が
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
栽
培
漁
業
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
ご

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
長

尾
明
宏
桧
山
支
庁
長
と
三
浦
町
議
会

議
長
か
ら

「栽
培
漁
業
総
合
セ
ン
タ

ー
の
完
成
を
契
機
と
し
て
更
な
る
漁

業
振
興
と
漁
家
の
所
得
向
上
を
期
待

し
て
い
ま
す
ど
と
祝
辞
が
あ
り
、
染

谷
助
役
か
ら
は
工
事
経
過
の
報
告
が

落
成
式
終
了
後
に
は
祝
賀
会
が
催
　
　
〈ロ
セ
ン
タ
ー
の
完
成
を
心
か
ら
喜
び

さ
れ
、
出
席
者
た
ち
は
栽
培
漁
業
総
　
　
合
っ
て
い
ま
し
た
。

『海
水
浴
は
“
う
き
わ
”

（浮
具
）を
持
っ
て
』

も
う
す
ぐ
暑

い
夏
が
や

っ
て
来
ま

夏
と
言
え
ば
、
楽
し

い
海
水
浴
、

そ
ん
な
楽
し

い
海
水
浴
を

一
転
さ
せ

る
の
が
、
水
の
事
故
で
す
．

そ
こ
で
今
回
は
、
泳
げ
る
人
も
、

泳
げ
な

い
人
も
、
ど
う
し
た
ら
水
の

事
故
を
防
ぐ

こ
と
が
出
来
る
か
を
考

え
た

い
と
思

い
ま
す

私
た
ち
は

¨
泳
げ
る
¨
と
い
う
言

葉
を
よ
く
使

い
ま
す
が
、
「
５

ｍ
」
泳

も
、
「
泳
ぐ

・
泳
げ
る
」
と

い
う
表
現

を
し
て
い
ま
せ
ん
か
¨

し
か
し
、
次
の
四
つ
の
条
件
を
満

た
す
も
の
で
な
け
れ
ば

“
安
全
に
泳

げ
る
”
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

①
連
続
し
て
大
人
で
百
ｌｆ
以
上
、
子

供
で
二
十
五
１１
以
上
泳
げ
ま
す
か
っ

②

一
定

の
距
離
を
泳
ぎ
の
型
を
変
え

ず
に
泳
げ
ま
す
か
ロ

③

一
定
の
距
離
を
呼
吸
を
途
切
れ
な

く
続
け
な
が
ら
泳
げ
ま
す
か
。

①
二
つ
以
上
の
型
の
泳
ぎ
が
出
来
ま

す
か

（
例
え
ば
、
ク

ロ
ー
ル
と
平
泳

ぎ
が
そ
れ
ぞ
れ
百
＝
以
上
）

水
の
事
故
は

¨
泳
げ
れ
ば
”
あ
る
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市
浦
村
で
は
、
村
民
健
康
増
進
施
設
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
村
民
の
健
康
維
持
増
進
や
疾
病
予
防
、
病
後
の
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
村
民
が
身
近
に
利
用
で

き
る
施
設
と
し
て
整
備
す
る
予
定
で
す
。

今
回
は
健
康
増
進
施
設
＝
海
洋
型
健
康
温
泉
施
設

（タ
ラ
ソ
テ
ラ

ピ
ー
）
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
九
分
の

一
く
ら

い
に
な
り
、
筋
肉

や
関
節

へ
の
加
重
が
軽
減
さ
れ
、
運

動
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

日
常
生
活
で
慢
性
的
に
蓄
積
さ
れ

た
ス
ト
レ
ス
等
で
、
緊
張
し
た
筋
肉

を
弛
緩
さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

海
水
に
は
、
病
原
菌
に
対
す
る
殺

菌
作
用
が
あ
り
、
入
浴
、
飲
用
で
皮

膚
や
日
、
咽
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ

更
に
海
水
に
含
ま
れ
て
い
る
、
微

小
プ
ラ

ン
ク
ト

ン
や
海
藻
類
が
、
こ

れ
ら
の
治
療
効
果
を
助
長
し
て
い
ま

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
で
は
、
海
水
の

治
療
因
子
を
自
然
な
形
で
利
用
し
、

健
康
増
進
に
と
っ
て
必
要
な
運
動
、

栄
養
療
法
、
休
養
行
動
を
い
ろ
い
ろ

な
形
で
組
み
入
れ

①
温
め
た
海
水
中
で
水
浴
、
起
立
、

歩
行
、
浮
遊
、
遊
泳
等

②
日
光
浴
、
大
気
浴
や
ス
ポ
ー
ツ

③
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
よ
る
各
種
水
治

療
、
理
学
療
法
、
栄
養
指
導
、

健
康
生
活
指
導

④
屋
内
ま
た
は
屋
外
で
の
運
動
、

ス
ポ
ー
ツ
、
森
林
浴
、
散
策

⑤
交
流
会
、
遺
跡
発
掘
、
郷
土
芸

能
等
文
化
関
連
事
業
へ
の
参
加

等
を
目
的
、
嗜
好
、
季
節
等
に
応
し

て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ド
イ
ツ
温
泉
協
会
に
よ
る

０
呼
吸
器
気
道
の
慢
性
疾
患

鼻
炎
、
喉
頭
炎
、
気
管
支
性
喘
息
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
喘
息

②
心

。
血
管
性
疾
患

機
能
性
循
環
障
害
、
低
血
圧
症
、

初
期
の
動
脈
硬
化
、
動
脈
瘤
症
候

群
、
心
筋
梗
塞
あ
る
い
は
心

・
血

管
の
手
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ

０
皮
膚
性
疾
患

湿
疹
、
角
化
症
、
慢
性
し
ん
麻
疹
、

に
き
び
、
膿
皮
症
、
皮
膚
の
循
環

障
害

０
運
動
器
の
慢
性
疾
患

関
節
症
、
脊
髄
症
、
骨
軟
骨
症
、

外
傷
や
手
術
後
の
り
（
ビ
リ

０
婦
人
科
性
疾
患

性
器
疾
患
の
慢
性
期
、
更
年
期
障

害
、
月
経
障
害
、
卵
巣
機
能
障
害

⑥
小
児
性
障
害

気
道
障
害
、
小
児
性
喘
息
、
ア
レ

ル
ギ
ー
性
喘
息
、
皮
膚
疾
患

０
全
身
性
体
力
低
下

病
気
の
回
復
期
、
自
律
神
経
機
能

夫
調
症

～
つ
づ
く
～

タ
ラ
ツ
テ
ラ
ピ
ー
と

い
う
言
葉
は
、

ギ
リ

ン
ャ
語
の
ｔ
ｈ

ａ
ｌ

ａ
ｓ
ｓ
ａ

（
ｔ
ｈ

ａ
　

ｓ
ｅ
ａ
　
海
）
と

ｔ
ｈ‘

ｅ
ｒ
ａ
ｐ
ｙ

（治
療
）
と
を
結
び
つ

海
に
関
連
す
る
様

々
な
治
療
要
素
、

海
岸
性
気
候
、
海
水
、
海
底
泥
、
海

の
動

・
植
物
等
を
利
用
し
て
、
病
気

の
治
療
や
予
防
、
健
康
づ
く
り
等
に

活
用
す
る
、
自
然
療
法

の

一
つ
で
す
。

ド
イ
ツ
や
フ
ラ

ン
ス
で
は
、
こ
の

治
療
法
を
療
養
や
保
養
に
、
広
く
取

り
入
れ
て
お
り
ま
す
。

厚
生
省
で
も
、
国
民
の
健
康
づ
く

り
の
た
め
、
優
れ
た
環
境
の
中
に
あ

る
、
「
健
康
保
養
地
』
に
滞
在
し
て
、

保
養
す
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
が
、

的
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
四
方
を
海

に
囲
ま
れ
、
海
に
親
し
ん
で
き
た
わ

得
ら
れ
る
方
法
、
と
言
え
る
で
し
ょ

タ
ラ
ツ
テ
ラ
ピ
ー
は
、
病
気
の
療

養
や
リ
ハ
ビ
リ
に
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
ス
ト
レ
ス
の
解

消
や
生
活
習
慣
病
の
予
防
、
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
オ
ブ
ラ
イ
フ
に
取
り
入
れ
ら

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の
基
本
は
、
海

水
の
持
つ
保
健
作
用
を
、
最
大
限
に

利
用
す
る
こ
と
で
、
海
水
に
は
塩
化

ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
、
カ
ル
シ

ウ
ム
、　
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
臭
素
、
硫

酸
塩
、
炭
酸
塩
な
ど
の
無
機
塩
の
ほ

か
、
タ
ン
パ
ク
質
、
糖
質
、
生
理
活

性
物
質
等
の
有
機
物
質
が
含
ま
れ
て

こ
の
海
水
の
構
成
成
分
は
、
ヒ
ト

の
血
漿
と
同
じ
構
成
比
と
な
っ
て
い

ま
た
、
水
中
で
は
体
重
は
空
気
中

第

一
一
三
回
商
工
会
珠
算
検
定
試

験
が
六
月
十

一
日
行
わ
れ
ま
し
た
っ

今
回
の
受
験
者
数
は
三
十
七
名
で
、

合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
二
級
秋
田
谷
由
美

（辻
分
珠
算
塾
）

▽
三
級
沢
田
み
ゆ
き
、
小
山
内
理
佳
子
、

佐
々
木
麻
里
絵

（辻
分
珠
算
塾
）

▽
四
級
本
荘
志
織
、
田
中
未
久
、
山
田
千

草

（辻
分
珠
算
塾
）
越
谷
め
ぐ
み

（浦
田
塾
）

▽
五
級
若
山
知
裕

（浦
田
塾
）

▽
六
級
平
野
雄
大
、
飯
島
大
貴

（辻
分
珠

算
塾
）
新
岡
歩
美
、
近
藤
佑
人
、

浜
田
芽
里

（浦
田
塾
）

▽
七
級
秋
田
兼
祐

（辻
分
珠
算
塾
）
若
山

和
希

（浦
田
塾
）

▽
九
級
平
野
美
晴

（辻
分
珠
算
塾
）

▽
十
級
秋
田
雅
治

（辻
分
珠
算
塾
）
武
田

美
穂
、
中
井
怜
、
新
岡
詳
久

（浦

田
塾
）

422-
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中世・安醸0里めぐり1バスリ,―を開催
村では、地域経済の活性化と歴史文化の意識向上を図るため、近年県内外で注目を集めている中世の港湾

都市「十三湊遺跡」をメインにした史跡型観光の情報発信を積極的に展開するためと、やまなみパスの利用

促進を図るため「安藤の里めぐり定期観光バス」を運行します。詳しい内容については、次のとおりです。

1.運 行 期 間
平成H年 7月 20日ω～8月 20日りまでの lヵ 月間。
2.運行時間及びコース
午前11時 45分一午後 4時 10分

|十 三湊遺跡特別展参観 (1● 45～ 12:25)～ 昼  食(1225～ 13:00)～       |

||        ～ 唐‖1城展望台(M:00～ M■ 5)～ 山王坊遺跡(14:25～ 14:55)|

|～ 福島城内堀 (1駐 00～ 15■0)～ 福島城展望台(1=15～ 1駐 35)～ 道の駅 (1駐 40～ lα 00)～
|

1 中の島公園着(16:10)                                   |

3.募 集 人 員
バスの定員に限りがあるため 1回 当たり先着25名 以内。

4.参  加  料
1人 1,50o円 (パス料金は無料、昼食代、資料館入館料として)

5.参加する場合の集合場所
地域活性化センターロビーヘ午前11時 40分までに集合。

6.参加申し込み方法とお問い合わせ
ツアー参加予定日の 2日 前まで、電話又はFAXに より申し込みして下さい。
※FAXに よる申し込みは、土、日曜、祝 日のみ受付します。

◎申 し 込 み 先

市浦村役場 経済観光課 80173-62-211l FAX0173-62-2115

市
浦
村
議
会
第
二
回
定
例
会
が
六

月
七
日
か
ら
十
日
ま
で
開
か
れ
次
の

こ
と
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

◎
予
算
関
係

市
浦
村

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

一
号
）
は
、
八
千
四
百
三
十
五
万
八

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
は
二
十

億
三
千
六
百
三
十
五
万
八
千
円
と
な

追
加
さ
れ
た
主
な
事
業

ｏ
村
道
防
雪
柵
整
備
工
事

ｏ
村
道
改
良
、
舗
装
工
事

○
地
震
津
波
、
職
員
参
集
シ
ス
テ
ム

改
修
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
直
営
診
療
施
設
勘
定
で
は
市

浦
診
療
所
の
一
部
を
改
修
し
、
医
師
、

看
護
婦
等
が
医
療
相
談
に
当
た
る
ほ

か
、
ミ
ニ
訪
問
看
護
な
ど
村
民
の
健

康
管
理
事
業
や
保
健
福
祉
支
援
事
業

の
費
用
を
追
加
補
正
し
ま
し
た
。

◎
条
例
、
規
約
関
係

市
浦
村
乳
幼
児
医
療
費
総
付
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

青
森
県
市
町
村
等
非
常
勤
職
員
公

務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
一
部
変

◎
人
事
案
件

※
市
浦
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
　
一二
和
　
平
作
氏

（再
任
）

※
市
浦
村
助
役
工
藤
誠

一
郎
氏

（再
任
）

※
つ
が
る
西
北
五
広
域
連
合
議
会
議

員
　
　
工
藤
　
武
則
議
員

⌒新
任
）

一
般
質
問
に
は
、
三
和
均
議
員
が
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つ

】
て
お
議
し

ま
す

拿
鵬
炎
ビ
プ
リ
オ
に
つ
い
て

持
に
夏
、
海
の
中
で
魚
介
類
に
付

る
と
、
菌
が
増
え
始
め
て
魚
介
類
に

が
発
生
し
ま
す
。
中
で
も
魚
の
刺
身

麗

Ｆ
■

舌

´
ｔ
〓

を

三
〓
薇

や
包

丁

で
調

理

す
る

ニ

ニ
に

一一
´́
て
、
他

劣

■

を
勇

理

）
た
摩

に

し
そ

れ

つ
ｚ
調

葺
一姜

具

を

二
お
し

て
感

染

す
る

こ
と

護
理
後
は
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
‘

↓^
魚
等
の
調
理
に
使
っ
た
ま
な
板
、

包
丁
、
布
巾
等
は
、
汚
れ
を
落
と
し

た
後
に
熱
湯
等
で
消
毒
し
、
乾
燥
を

十
分
に
行
い
清
潔
に
保
管
し
ま
し
ょ

⑤
調
理
の
前
後
に
は
、
必
ず
石
け
ん

で
手
を
洗
い
、
消
毒
液
等
で
手
や
指

の
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。

拿
食
中
毒
の
疑
い
が
あ
る
場
合

Ｃ
食
中
毒
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
十

分
に
水
分

（二
十
七
度
位
の
ぬ
る
ま

湯
＝
体
温
に
近
い
三
十
七
度
位
の
ぬ

る
ま
湯
は
腸
を
刺
激
し
な
い
）
を
と

り
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

②
腹
痛
や
下
痢
が
あ
る
場
合
は
食
中

毒
に
下
痢
止
め
の
市
販
薬
は
逆
効
果

▽

お
誕
生

士
口
　
田
　
登
侑
斗

（相
内
）

稔

内

藤

千

尋

（十
三

秋

人

白
川
ダ
ニ
エ
ル
龍

一
（相
内
）
浩
人

川
　
村
　
穂
乃
香

⌒相
内
）
勝
　
弘

佐
々
木
　
大
　
尊

（相
内
）
長
　
大

伊
　
南
　
湧
　
哉

（磯
松
）
政
　
彦

亀
　
田
　
　
　
愛

（十
三
）
秀
　
幸

▽

ご
結
婚

（岬　疇　隷代摯
一ぃ　　れ一

（『　機　動　語
一回　　利一

▽
　
お
く
や
み

村
　
一九
　
千
代
美

（磯
　
松
）
８６
歳

佐
々
木
　
栄
　
蔵

（相
　
内
）
６４
歳

⑩
聰
聰
躊

六
月
は
大
田
、
相
内
地
区
で
虫
送

り
が
行
わ
れ
、　
一
日
中
に
ぎ
わ
い
を

見
せ
て
い
た
。
虫
送
り
は
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
て
行
う
伝
統
行
事
で
あ
り

四
百
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
虫
送
り
の
伝
統
と
い

え
ば
も
う

一
つ
、
荒
馬
で
あ
る
。
荒

馬
と
い
え
ば
な
ん
と
い
っ
て
も
、
水

田
を
漕
ぐ
姿
が
滑
稽
で
あ
り
、
荒
馬

が
入
っ
た
水
田
は
特
に
作
柄
が
良
く

今
年
行
わ
れ
た
大
田
と
相
内
の
虫

送
り
も
荒
馬
が
田
の
中
に
入
り
泥
ま

み
れ

・
・
。

（荒
馬
の
み
な
さ
ん
ご

苦
労
様
で
し
た
）

ヤ
マ
セ
は
吹
か
ず
、
豊
作
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
■
一不
）

家
庭
で
予
防
・食
中
毒


